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日々の楽しみは，将棋欄を見て
は，プロが指した次の一手を考
えることだったそうです。
　次第に，社会面の漫画，スポー
ツの記事と将棋以外の記事も読
むようになり，読めない漢字，意
味の分からない言葉にも出会い
ましたが，新聞の活字に慣れるこ
とで，「語彙力」がついていったそ
うです。また，新聞記事が限られ
たスペースや字数でまとめられ
ていることから，読んでいるうち
に，理路整然とした「文章力」が
ついていったそうです。
　インターネットニュースとの比較
では，インターネットのスピードに
対して，新聞の良さはニュースを
俯瞰（ふかん）的に見ることがで
き，世界の動向が把握しやすい
ところだそうです。
　皆さんも，羽生さんのように自
分の興味のある分野から記事に
触れることで文章力をつけていき
ましょう。

気になる記事コーナー８

　今回の記事は，国民栄誉賞受賞者で将
棋棋士の羽生善治さんが，新聞について
の自分なりの考えを述べている記事です。
　羽生さんの新聞との関わりは，「将棋欄」
からだそうです。将棋好きの羽生少年の
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新聞紙で作ったバック↑　と　スリッパ↓

新聞紙の再利用法①
　NIEの実践が始まり，新聞が複数紙届くよ
うになってもうすぐ２カ月になります。現在，
３紙，来月からはさらに３紙が加わります。
６紙もの新聞を読む機会は，なかかな無い
と思いますので，是非，読み比べてもらえ
ればと思います。
　そんな新聞ですが，生徒が読んだり，授
業で教材として活用したりして，役目を終え
ると古新聞と呼ばれるようになります。そこ
で，今回は新聞紙の再利用法を紹介しま
す。右の写真は新聞紙を使ったバックとス
リッパです。スリッパは折るだけ，バックは
ハサミとのりを使って，意外と簡単に作れま
す。古紙回収に出すもの良いですが，楽し
みながら工作で再利用するのも良いかもし
れません。作り方は，インターネットの様々
なサイトに出ていますので，お試しあれ。


